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　4．β作動薬のチトクロームP450およびNO依存性の弛緩
反応は性ホルモンにより変化する
（東京薬科大学・第二薬理学教室）山口貴世志，本多秀雄，
田村和広，藤平篤志，向後博司
我々は卵巣摘出ラット胸部大動脈標本を用いて、β作動薬
であるisoproterenolの弛緩反応に及ぼす卵巣ステロイドホル
モンの影響、ならびにその発現機構を検討する目的で、
nitric　oxide（NO）およびcytochrome　P450（CYP450）代謝
物の関与について検討した。Isoproterenolは17β一estradiol
（E2）、　progesterone（P4）およびsesame　oil投与群ともに大
動脈標本を用量依存的に弛緩させた。E2投与群の
isoproterenolによる弛緩反応はsesame　oil投与群と比較して
有意に減弱していた。L－NOARG（NO　synthase　inhibitor）
および17－ODYA（CYP450　inhibitor）は、対照群およびE2
投与群ともにisoproterenolの弛緩反応を抑制し、また、その
抑制程度はE2投与群の方が大きかった。
以上の成績より、ラット胸部大動脈標本において、E2投与
によりisoproterenolの弛緩反応は著しく減弱し、その減弱機
構の一部に、NOならびにCYP450系の関与が示唆された。
　6．チアプリドの投与によりエストロゲンが増加した1症例
（八王子医療センター・老年病科）近喰　櫻，藤井広子
（老年病学教室）木内章裕，高崎　優
症例は81歳の男性。盲管症候群にて入院。食欲不振とるい
そうが強く、血液検査では貧血、低蛋白血症、低血糖、低－
脂血症、低ナトリウム血症と栄養障害の状態を示した。夜
間に大声で叫んだり、ペット柵を揺すったりとせん妄状態
が激しかったため、チアプリド（T）が150mg投与された。
間もなく不穏状態がみられなくなったため、Tを50mgまで
減量した。100mgと50mgのTが投与されている時の、各々
の血中と尿中のホルモン（血中では、TSH、　LHF、　SH、プ
ロラクチン、DHEA－S。尿中では、総エストロゲン、エスト
ロゲンE1・E2・E3、17－OHCS、17－KS、テストステロン）
を測定した。その結果、血中のプロラクチン、DHEA－Sと尿
中の総エストロゲン、エストロゲンE3、17－OHCS、テスト
ステロンはTの投与量が50mgの時に比較し、100mgにおい
て高かった。
　5．ヒト血中Placental　Protein14（PP14）濃度測定の意義
　　　一子宮内膜のreceptivityの指標として一
（産科婦人科学教室）杉山カー，福嶺母性，臼田三郎，
伊東宏絵，鈴木良知，井坂恵L，高山雅臣
我々は、昨年の院内内分泌研究会においてPP14の生体内動
態について検討し、PP14は子宮内膜より特異的に産生分泌
されているEndometorial　proteinであること、子宮内膜の機
能と分化を反映する指標となりえること、そして妊卵の発
育および妊娠の維持に重要な役割を演じている可能性があ
ることを報告した。
そこで今回は、PP14に対する新たなELISAを開発し、当院
で施行された　IVF－ET（体外受精）58周期において婦人
血清中PP14濃度を測定するとともに、超音波断層法にて観
察される子宮内膜像との関連性を検討した。
結果として、PP14濃度はET（胚移植）8日目に妊娠周期で
は非妊娠周期に比して有意に高値を示し、妊娠成立を予測
するマーカーの一つであることが示唆された。一方採卵時
において、妊娠率の最も高い群でPP14は有意に低値を示し、
さらにPP14濃度が6．41U／Lを超えた場合には妊娠の成立が観
察されず、PP14は子宮内膜のreceptivityの指標として有用な
マーカーとなりうることが示唆された。
　7．気管狭窄を伴う甲状腺癌に対するステント治療
（外科学第一講座）石田順造，林　　和，内田　修，古川欣也，
田中浩一，坪井正博，池田徳彦，中嶋　伸，斉藤　誠，
河手典彦，小中千守，加藤治文
甲状腺癌による気道浸潤は時として高度の気道狭窄を伴い
管理に難渋する。当施設では甲状腺術後再発による呼吸不
全症例3例（4病巣）に内視鏡的レーザー治療と気道内ステ
ント留置による気道開大を施行したので報告する。症例は
全例が気管の90％以上の狭窄を呈し、強度の呼吸苦の状態
で来院した。YAGレーザー照射後、3カ所にDumon　tube、1
ヵ所にwall　stentを挿入した。3症例とも術直後より呼吸苦は
消失し、社会復帰しえた。本治療法は甲状腺癌による気道
狭窄の解除、QOLの維持に有用であった。
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